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I はじめに ＜文明＞の戦略と戦後日本のアイデンティティー 









 （６）「イギリスの影」 『奔馬』が描いた日本の上流社会 
 （７）反時代的なイギリス像か？ 









I はじめに――＜文明＞の戦略と戦後日本のアイデンティティー  
 
とりわけあの９・１１によってひと際注目されることになった『文明の衝突』1の著者ハンチントン




















                                                   
1 Huntington, Samuel P., The Clash of Civilizations and the Remaking of World 
Order, Simon & Schuster, 1996 （『文明の衝突』鈴木訳、集英社、1998 年） 
2 サミュエル・ハンチントン「21 世紀における日本の選択」（同『文明の衝突と 21 世紀の日本』鈴
木訳、集英社、2000 年、所収） 
3 ハンチントン「21 世紀における日本の選択」24 頁以下, 38 頁以下, 52、67、70 頁。 
 





























                                                   
4 この点については、次を参照、Broadberry, Stephen and Kevin H. O ’Rourke, ed., The 
Cambridge Economic History of Modern Europe ,  Vol. 2: 1870 to the Present, 
Cambridge University Press, 2010, p. 34. 
5 次を参照、「介入主義に走るフランスの強気 Napoleon Complex 」(ベニー・アブニ )、ニューズ
ウィーク日本版 オフィシャルサイト（2013 年 11 月 27 日（水）16 時 47 分) 
https://www.newsweekjapan.jp/stories/world/2013/11/post-3115_2.php 
6 ハンチントン「孤独な超大国――パワーの新たな展開」（『文明の衝突と 21 世紀の日本』所収） 
 































                                                   
7 ガーディアン特命取材チーム『ウィキリークス  WikiLeaks  アサンジの戦争』講談社、2011
年；青山弘之『混迷するシリア――歴史と政治構造から読み解く』岩波書店、2012 年。 
8 Huntington, Samuel P., The Third Wave: Democratization in the Late Twentieth 
Century,  University of Oklahoma Press, 1991 （『第三の波――20 世紀後半の民主化』坪郷
他訳、三嶺書房, 1995 年） 
9 Yom, Sean L., F. Gregory Gause, Resilient Royals: How Arab Monarchies Hang On, 
in: Journal of Democracy, Vol. 23, No. 4. (2012); 池内恵「正統性の謎――アラブ世界の君
主制はなぜ倒れないか（上）」『UP』（東京大学出版会）、Number 488, June 2013. 
10 「イスラム国」(IS)の資金源に関しては、Irak: Die Sponsoren der IS-Gotteskrieger | 
ZEIT ONLINE(25. Juli 2014). Die Sponsoren der IS-Gotteskrieger.Geldgeber aus den 
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Golfstaaten haben lange die radikalen IS-Truppen unterst ützt. Nun haben die 
Gotteskrieger eigene Geldquellen. Das ängstigt Kuweit und Saudi-Arabien, 
http://www.zeit.de/politik/ausland/2014-07/islamischer-staat-gotteskrieger-finanzier
ung-syrien-irak; Hintergrund. Die Terrorgruppe IS(Stand: 26.07.2014 13:06 Uhr), 
http://www.tagesschau.de/ausland/isis-104.html; Who finances ISIS? In the 
aftermath of its conquest of Mosul, the jihadi organization ISIS has been recognized 
as the richest terrorist organization in the world. Where does its money come from? 
(19.06.2014), http://www.dw.de/who-finances-isis/a-17720149 
11 Iranian MFA: “B-Team” – Bolton, Benjamin, bin  Salman and bin Zayed pushing 
US to War, 
https://saraacarter.com/iranian-mfa-b-team-bolton-benjamin-bin-salman-and-bin-za
yed-pushing-us-to-war/; Trump's aim is talks but 'B' team's Bolton and cohorts want 
regime change, Iran minister says, 
https://www.japantimes.co.jp/news/2019/04/25/world/politics-diplomacy-world/iran-
minister-trumps-aim-talks-b-teams-john-bolton-cohorts-want-regime-change/#.XOIz







12 ハンチントン「21 世紀における日本の選択」、30 頁以下。 
13 Willke, Helmut, Smart Governance. Governing the Global Knowledge Society , 
Campus Verlag, 2007, p. 25ff.; Ders., Global Governance , Bielefeld 2006, S. 32ff.   
 












の保守系シンクタンク、ヘリテージ財団が主催する石原東京都知事の講演（ 2012 年 4 月 16 日）











                                                   
14 孫崎亨「尖閣問題――日本の誤解」『世界』、No. 836、2012 年 11 月、92 頁；孫崎亨『不愉快
な現実――中国の大国化、米国の戦略転換』講談社、2012 年、56 頁以下。 








































                                                                                                                                                               
…しかし驚きの事実が判明」FNN.jp プライムオンライン（2019 年 9 月 19 日木曜、午後 8:10）、
https://www.fnn.jp/posts/00048256HDK/201909192204_naonorikawamura_HDK  リヒ
テンシュタインに関しては次の興味深い研究をも参照、 Großmann, Johannes, Die 
Internationale der Konservativen. Transnationale Elitenzirkel und private 
Außenpolitik in Westeuropa seit 1945 , München 2014.  ミャンマーの「ロヒンギャ虐殺」問
題で国際司法裁判所に提訴（2019 年 11 月 11 日）した西アフリカの小国、ガンビア（英連邦加
盟国）が朝鮮半島の両国と親密な関係にあることも興味深い。 
18 エズラ・ヴォーゲル『ジャパン・アズ・ナンバーワン ―アメリカへの教訓』広中他訳、ティビーエ
ス・ブリタニカ、1979 年（Vogel, Ezra, Japan as Number One, Harpercollins College Div, 
1980) 
19 「経済文化」というコンセプトは次に拠っている。ヴェルナー・アーベルスハウザー『経済文化
の闘争』雨宮昭彦・浅田進史訳、東京大学出版会、2009 年(Abelshauser, Werner,  
Kulturkampf,  Berlin: Kulturverlag Kadmos, 2003) 
20 Abelshauser, Werner, Deutsche Witschaftsgeschichte von 1945 bis zur Gegenwart , 
2. vollständ. überarb. Auflage, München 2011, S. 11. 
21 Barry Eichengreen and Andrea Boltho, The economic impact of European 
integration, in: Broadberry, Stephen and Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge 
Economic History of Modern Europe, Vol. 2: 1870 to the Present , Cambridge 
 































                                                                                                                                                               
University Press, 2010, p. 295. 
22 以下については、とくに、大塚英志『サブカルチャー文学論』朝日新聞社、 2004 年（初版）、
2007 年（文庫版）；加藤典洋『アメリカの影』河出書房新社、1985 年（初版）、講談社、1995 年；
2009 年（文庫版）。本稿ではいずれも文庫版を利用する。 
23 『三島由紀夫紀行文集』佐藤秀明編、岩波書店、2018 年。 
 


























じて『歴史』を見出していた」 30という。これは一体どういうことであろうか。  
やや結論じみたことを先に言えば、江藤においては彼自身の価値観を託された「全体文化」
への対語として理解されたサブカルチャーというものは、本来、いずれにせよ、何らかの意味で、
                                                   
24 加藤典洋『アメリカの影』、31-32 頁。 
25 大塚英志『サブカルチャー文学論』、10 頁。 
26 大塚英志『サブカルチャー文学論』、10-14 頁。 
27 大塚英志『サブカルチャー文学論』、523-527 頁。東浩紀については、本章 II(5)を参照。 
28 加藤典洋『アメリカの影』、94, 114, 308 頁。 
29 大塚英志『サブカルチャー文学論』、13 頁。 
30 大塚英志『サブカルチャー文学論』、13 頁。 
 






























                                                   
31 大塚英志『サブカルチャー文学論』、7 頁。 
32 大塚英志『サブカルチャー文学論』、19 頁。 
33 大塚英志『サブカルチャー文学論』、17-18 頁。 
34 大塚英志『サブカルチャー文学論』、49 頁。 
35 宇野常寛『ゼロ年代の想像力』早川書房、ハヤカワ文庫、2011 年（初版 2008 年）、引用は
13 頁。 
 

































                                                   
36 宇野常寛『ゼロ年代の想像力』、33 頁以下。 
 






























38 東浩紀『郵便的不安たち β』講談社、2011 年（朝日新聞社、2000 年；朝日文庫、2002 年）、
416 頁。 
39 東浩紀『動物化するポストモダン オタクから見た日本社会』、100 頁以下。 
40 東浩紀『郵便的不安たち β』、53‐62 頁。 
41 東浩紀『セカイからもっと近くに 現実から切り離された文学の諸問題』  
東京創元社、2013 年、17、19 頁。 
42 東浩紀『郵便的不安たち β』、215 頁。 
43 東浩紀『セカイからもっと近くに 現実から切り離された文学の諸問題』、 17 頁。 
 































                                                   
44 東浩紀『郵便的不安たち β』、61-62, 416 頁。 
45 東浩紀『動物化するポストモダン オタクから見た日本社会』、50 頁以下。 
46 東浩紀『動物化するポストモダン オタクから見た日本社会』、157 頁以下。 
47 東浩紀『動物化するポストモダン オタクから見た日本社会』、171 頁以下。 
48 宇野常寛『ゼロ年代の想像力』、43 頁。 
 

































                                                   
49 宇野常寛『母性のディストピア』集英社、2017 年、33 頁。 
 




















季、押井守――の作品群を、上記二つの命題を軸に論じた第 3 部から第 5 部に続いて、最後の








                                                   
50 宇野常寛『母性のディストピア』、50 頁。 
51 東浩紀『ゲーム的リアリズムの誕生 動物化するポストモダン２』、 87 頁以下。 
52 加藤典洋「ゴジラとアトム―その一対性」（同『日の沈む国から 政治・社会論集』岩波書店、
2016 年、所収） 
53 宇野常寛『母性のディストピア』、396 頁。 
54 宇野常寛『母性のディストピア』、50 頁。 
55 宇野常寛『母性のディストピア』、58-61 頁。 
 






























                                                   
56 大澤真幸『サブカルの想像力は資本主義を超えるか』角川書店、2018 年 
57 社会学的論説の社会的使命に関するルーマンの見解については、雨宮昭彦「比較社会史
の『理論』と社会システム論的アプローチ」『思想』岩波書店、No. 1032, 2010 年 4 月、を参照。 
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58 四方田犬彦『日本の漫画への感謝』潮出版社、2013 年；四方田犬彦『漫画のすごい思想』
潮出版社、2017 年。引用は、前者、3 頁。 
59 四方田犬彦『漫画のすごい思想』317 頁。 
60 大塚英志『サブカルチャー文学論』、534 頁。 
61 古井由吉・島田雅彦・平野啓一郎 「三島由紀夫不在の 30 年」（『三島由紀夫没後 30 年―
新潮 11 月臨時増刊』2000 年 11 月 1 日）、323 頁。 
 




























というポジティブな意味での「大時代な文章」は維持されたのである。ちなみに、 1970 年 2 月 19




                                                   
62 松浦寿輝「三島という大きな謎」『三島由紀夫と戦後』（中央公論特別編集）、中央公論新社、
2010 年、58 頁。 
 


















20 年代前半までを扱っているのに対して、『鏡子の家』は、敗戦から 10 年を経て経済復興が始
動しつつあった昭和 30 年代前半の東京を舞台に、商社マン、ボクサー、俳優、画家という異な













                                                   
63 三島由紀夫『告白 三島由紀夫未公開インタビュー』講談社、2017 年、17－25 頁。 
 





























                                                   
64 三島由紀夫「裸体と衣裳」（1958／59 年）（三島由紀夫『戦後日記』、中公文庫、2019 年、
338 頁。 
65 「三島由紀夫氏への質問」『文芸』昭和 38 年 12 月号（『別冊 太陽 三島由紀夫』平凡社、
2010 年、165 頁、再録） 
66 三島由紀夫・三好行雄「三島文学の背景」（初出『国文学 解釈と教材の研究・臨時増刊』
1970 年 5 月）『決定版三島由紀夫全集 第 40 巻 対談 2』新潮社、2004 年、627 頁以下、634
頁以下。また、林進『三島由紀夫とトース・マン』鳥影社、1999 年。 
 













語が過去のことであるという場合、その過去の度合い (den Grad ihres Vergangenseins) は
実は時間から来るものではないのだ。／・・・・・この物語がはるかな過去の話だというのは、そ
れが、生活と意識を深刻に分裂させたある転回点・境界線以前に(vor einer gewi ｓｓen, 
Leben und Bewußtsein tief zerklüftenden Wende und Grenze) 起こったということからき













遂げたドイツは、1913 年までに本国 GDP(GDP in Metropolis)におい、てヨーロッパではイギリ
                                                   
67 Mann, Thomas, Der Zauberberg. Roman , Frankfurt am Main 1952, S. 21. （高橋義
孝訳『魔の山(上)』新潮文庫、2005 年、9－10 頁） 関連して、Blackbourn, David, The long 
Nineteenth Century. A History of Germany, 1780-1918 , Oxford University Press, 
1998, p. 401. 
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スを抜いて首位の座に就き、世界全体ではアメリカに次ぐ世界第二の経済大国となった（図表 1，
8）68。なお、本国 GDP に植民地 GDP を加えた帝国全体としての GDP で見ると、本国 GDP の
みではロシアに次ぐ第 4 位の位置にあるイギリスが、ドイツのみならずアメリカをも抜いて第一位と
なる。ちなみに、イギリスの帝国 GDP は本国 GDP の 2.5 倍にも達する。これに対して、アメリカ、




図表１： ヨーロッパ主要諸国および世界強国の経済規模（本国と帝国） 1913 年 

















米国 517.3 97.6 10 2 528 
ドイツ 280 67 12.5 3 288 
ロシア 265.1 170.9 - - 265 
英国 229.6 45.7 394.4 146 565 




122.4 47.5 - - 122 
イタリア 96.4 35.4 1.9 1 97 
スペイン 41.6 20.2 0.9 1 42 
ベルギー 32.4 7.6 11 20 39 




18.3 13 12.3 40 26 
ポルトガル 7.5 6 5.6 43 11 
                                                   
68 Broadberry, Stephen and Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge Economic 
History of Modern Europe, Vol. 2: 1870 to the Present , Cambridge University Press, 
2010, p. 34. 
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資料： Broadberry, Stephen and Kevin H. O ’Rourke, ed., The Cambridge Economic 
History of Modern Europe ,  Vol. 2: 1870 to the Present, Cambridge University Press, 






（1923 年まで）と短い経済復興（1924－27/28 年）に続いて長期にわたる不況（1928/29 年から
33 年まで）というデフレーションの渦に巻き込まれた後、ナチズムの台頭 (1933 年)を経て再度の
世界大戦(1939－45 年)の火中へと入っていくことになった。ちなみに、トーマス・マンは、1939
年 5 月に亡命先のアメリカ合衆国のプリンストン大学での講演で、この小説『魔の山』では、「時
間というものの神秘」(Mysterien der Zeit) にしばしば言及している、と述べている 69。上に挙げ
た「まえがき」、第 4 章「時間感覚についての補説」、第 5 章「永遠のスープと突然の光明」、第 6
章「移り変わり」、そして第 7 章「海辺の散歩」である70。この小説は次の二つの点で、すなわち、
世界大戦前のヨーロッパという「時代の内面像」を描く試みであるという点で、そしてまた、主人公










                                                   
69 Mann, Thomas, Einführung in den Zauberberg. Für Studenten der Universität 
Princeton. Als Vorwort(Mai 1939), in: Mann, Thomas, Der Zauberberg. Roman , 
Frankfurt am Main 1952, S. 15f. 
70 青柳謙二「『時の小説』(Zeitroman)としての『魔の山』」、『北海道大學文學部紀要』 , 13(1), 
1964-12-10、129 頁。 
71 Mann, Einführung in den Zauberberg. Für Studenten der Universität Princeton. 
Als Vorwort(Mai 1939), S. 15f. 
72 Mann, Thomas, Betrachtungen eines Unpolitischen (Berlin, 1918), 4. Aufl., 
Frankfurt am Main 2009. （前田敬作・山口知三訳『非政治的人間の考察』上・中・下、筑摩
書房、1969 年） 
73 Mann, Thomas, Einführung in den Zauberberg. Für Studenten der Universität 
Princeton. Als Vorwort(Mai 1939), S. 12f. 
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作品が、まさに芸術作品、すなわち、遊び(Spiel)――たとえ極めて真面目な遊びであるにしても








の 提 起 し て い る 問 題 を 人 間 の 残 虐 性 と い う 形 で (seine Problematik in blutiger 










（３） ロドヴィーゴ・セッテンブリーニまたは「文明の文筆家」にして「悪魔」  
 







                                                   
74 Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 32f.（『非政治的人間の考察』上、11-12
頁） 
75 例えば、„die Rede des Literaten brach ab........ （「イタリアの文筆家はそこで話を中断する
と、・・・・」）“(Mann, Der Zauberberg. Roman , S. 326；新潮文庫版、上、521 頁)。これは語り
手の言葉である。 
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家 」 (Literat 76 ) と 呼 ば れ る こ の イ タ リ ア 人 は 、 い わ ゆ る 「 自 由 」 (Freiheit) 、 「 民 主 主 義 」




ア」を、「完全に打ち負かし、破壊する」(aufs Haupt zu schlagen und zu zerstören) ことをも
厭わない好戦論者（kriegerisch）、そして「全ては政治だ」(Alles ist Politik) と断言し、「人類















節）において「好感はもてるが、単純な青年」（einen einfachen, wenn auch ansprechenden 






                                                   
76 Literat は、従来、「文士」、「文学者」と訳されてきたが、本来は、 Autor, Essayist, 
Schriftsteller, Urheber, Verfasser など、より広く文筆家とか著述家一般を意味しており、ここ
でも、その方が適当であると考えられるため、ひとまず「文筆家」とした。  
77 Mann, Der Zauberberg. Roman , S. 210f., 648 （新潮文庫版、上、328 頁；下、779 頁） 
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る。」と書いている78。しかし、「肉体と精神の冒険は君の単純さを高めた」（Abenteuer im 















る 」 と 記 し て い る 83 。 「 時 間 小 説 」 に お け る 「 時 間 」 (Zeit) と は 、 通 常 の 意 味 合 い で は 、






                                                   
78 林進『三島由紀夫とトーマス・マン』鳥影社、1999 年、34 頁。 
79 Mann, Der Zauberberg. Roman , S. 899（新潮文庫版、下、790 頁) 
80 Selbmann, Rolf, Der deutsche Bildungsroman , 2., überarbeitete und erweiterte 
Auflage, Verlag J . B. Metzler, Stuttgart • Weimar, 1994, S. 146ff. 
81 Silke Hoss, Ist "Der Zauberberg" von Thomas Mann ein Bildungsroman?  , 2008. 
https://m.grin.com/document/277545 
82 Auf diesem Zauberberg gibt es viel Platz für Humor und Bildmagie, Salzburger 
Nachrichten, 15. Jänner 2018. 
https://www.sn.at/kultur/auf-diesem-zauberberg-gibt-es-viel-platz-fuer-humor-und-b
ildmagie-22941073 




の家』vs『魔の山』―」『京都産業大学論集 . 人文科学系列』(47), 2014-03。 
 

































                                                   
86 Mann, Der Zauberberg. Roman , S. 581（新潮文庫版、下、232 頁) 
87 Mann, Der Zauberberg. Roman , S. 885（新潮文庫版、下、763 頁） 
88 Mann, Der Zauberberg. Roman , S. 507ff., 581 （新潮文庫版、下、115 頁、232 頁） 
89 ボルツ、ノルベルト『批判理論の系譜学――両大戦間期の哲学的過激主義』山本尤・大貫敦
子訳、法政大学出版局、1997 年、9 頁以下。 
 




よれば、「文筆家セッテンブリーニ氏」（Herr Settembrini, der Literat ）とは、「進歩と自由主
義のブルジョワ革命の闘士」であるが、「自由主義的ブルジョワ」とは実は「虚無と悪魔に仕える
人間」（der Mann des Nichts und des Teufels ）であって、「悪魔的な反絶対的な考え方」
（Teuflisch-Gegen-Absoluten ）の信奉者であった90。また、次のようにも記されている。「ナフタ
は、セッテンブリーニの天使的頌歌（ハレルヤ）（das englische Halleluja ）を意地悪い、目覚ま
しい反論をもって撹乱し、あの熾天使（セラフィム）のごとく高尚なる偽善の背後に潜むのは破壊
の精神(den Geist der Zerstreuung) であると断じ、それに対して自らは保守と生命の味方










持ち（diesem höfischen Laureatus und Speichellecker des julischen Hauses ）、この大都
市の文筆家
．．．
で、独創性の微塵もない美辞麗句の使い手」（diesem Weltstadt literaten und 




グストゥス時代の鬘をかぶったフランス人」（der überhaupt kein Dichter, sondern ein 
Franzose……、強調点・イタリック筆者）。これは、セッテンブリーニが「偶像のように愛し、ホメロ
ス以上に崇拝しているラテン詩人（den lateinischen Dichter ）ウェルギリウス」を評したものだが、
ナフタは、「ラテン文学一般に対して、これまでも、再三辛辣な侮蔑の言葉を吐いてきていた」
（ überhaupt der lateinischen Poesie, schon mehr als einmal die schärfste 
Geringschätzung bezeigt hatte ）と記されている93。 
なお、以上の引用の中で、「宮廷の庇護を受けた者、ユリウス家の太鼓持ち」の部分は、従来
                                                   
90 Mann, Der Zauberberg. Roman , S. 660. （新潮文庫版、下、366 頁） 
91 Mann, Der Zauberberg. Roman , S. 660. （新潮文庫版、下、365 頁） 
92 Konservatismus, Traditionalismus の概念史については次を参照、Vierhaus, Rudolf, 
Konservativ, Konservatismus, in : Geschichtliche Grundbegriffe , Bd. 3, Stuttgart 
1982, S. 531ff. 
93 Mann, Der Zauberberg. Roman , S. 654. （新潮文庫版、下、355－356 頁） 
 









































                                                   
94 新潮文庫版、下、355 頁； 岩波文庫版、下、305 頁； Mann, Der Zauberberg. Roman , 
S. 654. 
95 Mann, Der Zauberberg. Roman , S. 893. （新潮文庫版、下、779 頁） 
96 Mann, Der Zauberberg. Roman , S. 651. （新潮文庫版、下、349 頁） 
97 Mann, Der Zauberberg. Roman , S. 818ff. （新潮文庫版、下、647 頁以下） 
 



































                                                   
98 古井由吉・島田雅彦・平野啓一郎 「三島由紀夫不在の 30 年」（『三島由紀夫没後 30 年―
新潮 11 月臨時増刊』329、333、334 頁。 
99 Mann, Thomas, Betrachtungen eines Unpolitischen (1918), Berlin, G. Fischer 
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ある。この書物は、一読した者には明らかであろうが、恐らく、戦後から今日に至るまで、常に、変








な も の 」 („Meistersinger: Gegensatz zur Zivilisation, das Deutsche gegen das 
Französische“) 101とのアフォリズムに集約されていくような諸命題であり、すでにそこに示されて






たために、フランスの魂は、最後にはすっかり痩せ細ってしまったからで、 16 世紀や 17 世紀のフ
ランス魂、その深い情熱的な力や創意に富んだ高貴さは、思い出すだに、今日では、ほとんど、
                                                                                                                                                               
察」森川俊夫・野田倬・池田紘一・青木順三訳、『トーマス・マン全集』第 11 巻、1972 年、所収。 
101 Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 52f., 120. マン『非政治的人間の考
察』上、４２、149 頁。この遺稿のテクストは、ニーチェの全テクストを公開しているホームページ
Nietzsche Source （http://www.nietzschesource.org/ ）に、Posthumous Fragments, NF 
1875, Gruppe 12 （[12 = U II 10. Mp XIII 4, 13–46. Sommer–Ende September 1875] 
http://www.nietzschesource.org/#eKGWB/NF-1875,12 ）として、以下のような形で収録され
ている。12[29]／Wagner’s Kampf im Kunstwerk. ／Rienzi — Gegensatz zur 
„Ordnung“, der Reformator. ／Holländer — das Mythische gegen das Historische. ／
Tannhäuser Lohengrin — das Katholische gegen das Protestantische (das 
Romantische gegen die Aufklärung). ／Meistersinger — Gegensatz zur Civilisation, 
das Deutsche gegen das Französische. ／Tristan — Gegensatz zur Erscheinung. Das 
Metaphysische gegen das Leben. ／Nibelungen — freiwilliges Verzichten der 
bisherigen Weltmächte: Gegensätze von Weltperioden — mit Umwandlung der 
Richtung und der Ziele. 
102 この方法については、例えば、「審美主義」に関するマンの定義の仕方を参照、 Mann, 
Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 238. マン『非政治的人間の考察』中、8 頁以下。た
だし、「審美主義」それ自体については、それが倫理性と対立する文脈では、異なった定義が行
われている。「審美主義的政治」の章を参照。Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , 
S. 548. マン『非政治的人間の考察』下、267 頁。 
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信じがたいほどである』」、と 103。ニーチェのこの種の毒舌はその最後の著作となった『この人を見















(die Art, in der er lehrte )である。彼は、その極端に西欧的な方
法によって、すなわち、ヨーロッパ化する散文家(europäisierender Prosaist) として・・・・ドイツ
の精神界に強い影響を与えてきた。ドイツにおける文筆家気質の、文学批評の、そしてラディカ
リズムの(des Schriftstellertums, des literalischen Kritizismus  und Radikalismus) 非
常 な 強 化 、 振 興 、 尖 鋭 化 と い う 点 に 、 彼 の 『 進 歩 的 』 (fortschrittliche) で 、 文 明 的 な











ンの引 用 し た ニーチ ェ の言 葉 、 例 え ば、「 フ ランス人 は単 にイ ギリス の猿 (Affen) で 俳 優
(Schauspieler)で兵士(Soldaten)で――また、それの犠牲者(Opfer)に過ぎなかったのだ。とい
                                                   
103 Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 101. マン『非政治的人間の考察』上、
118 頁。 
104 ニーチェ全集 15『この人を見よ／自伝集』川原栄峰訳、ちくま学芸文庫、1994 年、「解説」
（川原栄峰）、493 頁以下。 
105 ニーチェ全集 11『善悪の彼岸／道徳の系譜』信太正三訳、ちくま学芸文庫、1993 年、「解
説」（信太正三）、611 頁以下。マンの引用部分は、同書、287 頁。Nietzsche, F., Jenseits von 
Gut und Böse. Vorspiel einer Philosophie der Zukunft, in: Nietzsche Werke III , Hg. 
Karl Schlechta, Frankfurt/M u.a. 1984, S. 720.  
106 Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 105f. マン『非政治的人間の考察』上、
124-125 頁。 
107 Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 104. マン『非政治的人間の考察』上、
122 頁。 
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うのも、＜近代的理念＞という呪うべきイギリス崇拝病(Anglomanie)にかかったために、フランス




























                                                   
108 Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 101. マン『非政治的人間の考察』上、
118 頁。 
109 『非政治的人間の考察』は長い「序文」(Vorrede)に続いて「抗議」と題する章が置かれてい
る。Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 31ff. マン『非政治的人間の考察』上、
57 頁以下。 
110 原文は次の通りである。Ein Konservativismus ist jedoch nur dann ironisch, wenn er 
nicht die Stimme des Lebens bedeutet, welches sich selber will, sondern die Stimme 
des Geistes, welcher nicht sich will, sondern das Leben. Mann, Betrachtungen eines 
Unpolitischen , S. 571. マン『非政治的人間の考察』下、201 頁。 
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政治的人間の対立であった。前者は、平和な国際的交流を偽装する憎悪、政治的デモクラシー
すなわち 1789 年に関するフリーメイスン的・共和主義的な雄弁なブルジョワ ―の消し難い憎悪で
あり、それは、また、「政治的啓蒙主義」(politische Aufklärung) と「幸福のフィランソロピー」 
(GlücksPhilanthropie) の形をとって、政治的ではないあらゆるエトスに対して襲いかかってくる、
攻撃性と教条的不寛容(Aggresivität und doktrinäre Intoleranz) を内容とする「新しいパト
ス」であった。この対立は、「文筆家」 (Literat) に対する「詩人」 (Dichter) ないし「芸術家」
(Künstler) の対立、「批評・評論」(Literatur)に対する「詩」(Dichtung) ないし「芸術」(Kunst)
の対立であり、さらに、この大著を総括する最終章「イロニーとラディカリズム」によれば、「ラディ















才 能 に 恵 ま れ た 無 能 さ で あ る (Ästhetizismus ist die genstenreich-hochbegabte 




急進主義的主張（ラディカリスムス）への「二者択一的な対立」（ein Gegensatz und ein 
                                                   
111 Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 571. マン『非政治的人間の考察』下、
301 頁。 
112 マン『非政治的人間の考察』下、302 頁、注（1）。 
113 Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 572. マン『非政治的人間の考察』下、
303 頁。 
114 Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 238. マン『非政治的人間の考察』中、8
頁以下。 
115 Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 548. マン『非政治的人間の考察』下、
267 頁。 
 
































(den Typus des Künstlres) に対して「大いなる疑い
．．
」(den ganzen Verdacht)（強調点、イタリ
                                                   
116 Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 571. マン『非政治的人間の考察』下、
301 頁。 
117 以上は、Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 31ff; 571ff. マン『非政治的人
間の考察』上、9 頁以下；下、301 頁以下。 
118 Hofmannsthal, Hugo von, Lafcadio Hearn, in: Lafcadio Hearn, KOKORO mit 
Vorwort von Hugo von Hofmannsthal , Frankfurt am Main 1905, S. 7. ホーフマンスター
ル「ラフカディオ・ハーン」（平川祐弘訳、『ホーフマンスタール選集 ３ 論文／エッセイ』河出書
房新社、１９７２年、所収；平川祐弘編『小泉八雲 回想と研究』講談社、1992 年、所収）、両書
の 383 頁、177 頁。 
119 Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 109f. マン『非政治的人間の考察』上、
130 頁以下。 
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ック原文）120を抱いている（年の頃 30 歳を少し越えたところにある）トニオ・クレーガーによって、
同年輩の画家リザヴェータ・イワーノブナ121を聞き手に次のように語られている、「僕は生活という
も の を 愛 し て い る ―― こ れ は い わ ば 告 白 で す (Ich liebe das Leben ― dies ist ein 
Geständnis.) 。」、「異常なもの、悪魔的なものをどうして理想としてあがめるのか、このことを僕




僕らの憧れの世界(das Reich unserer Sehensucht) であり、それが、生活というもの、つまり、









(die verstohlene und 
zehrende Sehnsucht・・・・・nach den Wonnen der Gewöhnlichkeit )を知らないような人間は
まだまだ芸術家とはいえないのです！」123、と（強調点、イタリック、筆者）。このように語ったトニ
オ・クレーガーは、リザヴェータの返答――「あなたは、要するに＜普通の人＞(ganz einfach ein 









(ich bin erledigt )」との感想を洩らしてそこを立ち去った125。 
秋になる頃、トニオ・クレーガーは、彼が住む南ドイツの都市ミュンヘンから北へ、バルト海方
                                                   
120 Mann, Thomas, Tonio Kröger (1903), S. Fischer Verlag, Berlin, 1922, S. 34. トーマ
ス・マン『トニオ・クレエゲル』実吉捷郎訳、岩波書店、 2003 年、56 頁。同『トーニオ・クレーガー 








あろうか。なお、平野訳は、いずれも、「人生」。Mann, Tonio Kröger , S. 39, 79. 実吉訳、64, 
123 頁。平野訳、69, 127-8 頁。 
123 Mann, Tonio Kröger, S. 39f. 実吉訳、63 頁以下。平野訳、69 頁。 
124 Mann, Tonio Kröger, S. 38. 実吉訳、62 頁以下。平野訳、67 頁。 
125 Mann, Tonio Kröger, S.42. 実吉訳、69 頁以下。平野訳、73 頁。 
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面へと向かう旅に出る。途中、自分の「出発点」(Ausgangspunkt) である、生まれ育った北ドイツ
の「狭い町」に降り立った後の彼の行動は、三度、次の同じ言葉を繰り返しながら、次第に高まっ
ていく心臓の鼓動のように、描かれている、「彼はどこに向かっているのか」 (Wohin ging er?)126、
と。その向かう先はようやく三度目にして明らかにされる。つまり、――「彼はどこに向かっているの












もあるもの(etwas Mittleres, ein Weder-Noch und Sowohl-Alsauch) である。事実、トニオ・ク
レーガーも、自分を市民性と芸術家気質との間に位置するイロニー的中間的な存在 (etwas 
Ironisch-Mittleres zwischen Bürgerlichkeit und Künstlertum) と感じていた・・・・・」127。リ
ザヴェータ・イワーノブナへの手紙の中でトニオ・クレーガーは次のように書いている128、「僕はこ
の二つの世界の間に立っている。どちらにも居場所はない」 (Ich stehe zwischen zwei Welten, 
bin ich keiner daheim ・・・・・)、と。主人公自身は、こうして、「そこから生まれたのは、芸術の世
界に迷い込んでしまった普通の人、よき子供部屋への郷愁を抱いているボヘミアン、やましい良
心を持った芸術家」（Was herauskam, war dies: ein Bürger, der sich in die Kunst 







的な芸術家気質」(ein Künstlertum ・・・・・ , so tief,so von Anbeginn und Schicksals 
wegen, daß keine Sehnsucht  ihm süßer und empfindenswerter erscheint als die nach 
                                                   
126 Mann, Tonio Kröger, S. 48f. 実吉訳、78 頁以下。平野訳、82 頁以下。 
127 Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 109. マン『非政治的人間の考察』上、
131 頁。 
128 以下は、Mann, Tonio Kröger, S. 80. 実吉訳、124 頁。平野訳、128 頁。 
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」(die geheime geistige Teilnahme  強調
点・イタリック、筆者)と作者自身によって説明されているものも、芸術家の生活態度の非道徳性
や そ の 無 責 任 性 を 「 び っ し り と 描 き 込 む こ と に よ っ て 表 現 さ れ た イ ロ ニ ー 」 (der dick 




















                                                   
129 Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 111. マン『非政治的人間の考察』上、
134 頁。 
130 Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 126. マン『非政治的人間の考察』上、
160 頁。 
 











ーとラディカリズム――これは、対立であり、あれかこれかの二者択一（ein Gegensatz und ein 
Entweder-Oder ）である。・・・・・・ラディカリストにとっては、生は、なんら論拠にならない。『正義
が、真理が、自由が行われよ、精神が行われよ――たとえ世界と生が滅ぶとも！』(Fiat justitia 
oder veritas oder liberata, fiat spiritus ― pereat mundus et vita!)―― これがあらゆるラデ
ィカリズムの語るところである。『生が問題であるというときに、そもそも真理が論拠となりうるであろ
うか？』(Ist denn die Wahrheit ein Argument, ――wenn es das Leben gilt?)―― この問い









これでもあるもの(etwas Mittleres, ein Weder-Noch und Sowohl-Alsauch) 」から「二者択一





                                                   
131 マン『非政治的人間の考察』下、301 頁。Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 
571. 
 































                                                   
132 以下は、Mann, Der Zauberberg. Roman , S. 289-291. （新潮文庫版、上、459-463 頁）。
なお、以下の引用において、「私は逆説というものを軽蔑しています。私はそれを憎悪していま
す！」(Ich verachte die Paradoxe, ich hasse sie!) の部分は、邦語訳（新潮文庫版）では脱落
している。 
133 Japp, Uwe, Thorie der Ironie , Frankfurt am Main 2. Aufl., 1999, S.45f. 
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プの内心の――あくまでも彼の心中にとどめ置かれて口頭では表現されることのない――同意の





で主 張し た『非 政 治 的人 間 の考 察 』のような剥 き出し の「反 時代 的 」な「芸 術家 の論 考 」
(Künstlerschriften) とは異なって――こうした複雑な媒介ないし相互的対象化の手法を縦横に
駆使した、「遊び」に満ちた「小説」 (Roman)  134という形式の「芸術作品」の中で、生き長らえ、読
み継がれていくことになるのであろう。  
 
 （５）”Zeitroman”（現代小説）としての『鏡子の家』  
 
 雑誌『文芸』（昭和 38 年 12 月号）における「三島由紀夫氏への質問」のなかで、「好きな小説




『鏡子の家』の執筆過程を克明に綴った日記『裸体と衣裳――日記』（『新潮』1958 年 4 月号～







                                                   
134 『魔の山』のタイトルは、ドイツ語では、わざわざ、 “Der Zauberberg. Roman” （『魔の山 小
説』）と記されている。  
135 林進『三島由紀夫とトース・マン』鳥影社、1999 年、7 頁以下。 
136 瀧田夏樹「文学的美意識と『日本』 : 川端康成と三島由紀夫(一)」、『井上円了センター年





139 瀧田夏樹「文学的美意識と『日本』 : 川端康成と三島由紀夫(二)」、『井上円了センター年
 

























るより三年前、その起稿より二年前の昭和 31 年（1956 年）の『経済白書』のなかの次のような「結
                                                                                                                                                               
報』,６, 1997、51 頁。 
140  「裸体と衣裳」（『戦後日記』）、237 頁。 
141 江藤淳「『空白』の時代の壁画」（初出、1962 年）（中央公論特別編集『三島由紀夫と戦後』
2010 年、所収）、149 頁。 
142 江藤淳「『空白』の時代の壁画」、147 頁。「裸体と衣裳」の 1959 年 6 月 29 日の記述には、
「『鏡子の家』は 947 枚を以て完成した」とある。『戦後日記』336 頁。 
143 江藤淳「三島由紀夫の家」（初出、1961 年）（『江藤淳コレクション３』筑摩書房、2001 年、所
収）、360 頁以下。 
144 江藤淳「『空白』の時代の壁画」（初出、1962 年）（中央公論特別編集『三島由紀夫と戦後』
2010 年、所収）、149 頁。 
145 三島由紀夫「『鏡子の家』そこで私が書いたもの」（昭 34・8）。『決定版三島由紀夫全集』第
7 巻、2001 年、解題（田中美代子）、611 頁。 
 










 しかし、経済成長を一人当たり GDP で見た次の図表２に示されているように、「経済の回復」過
程の「浮揚力」はその後も継続し、経済再建期の経済成長のスピードは 1973 年まで続くことにな
った。一人当たり GDP が、敗戦前の最高値を記録した、太平洋戦争勃発の前年である 1940 年




 ちなみに、もしも、一人当たりＧＤＰの増加が、年成長率 1.8%で 1870 年から 2006 年の全期
間にわたって変わることなく続いたとすれば、この全期間の開始の年から n 年目の一人当たり
GDPn は、次のように書ける。GDPn=GDP1・(1+0.018) n-1  したがってこの式を対数にすると次








                                                   
146 「昭和３１年、年次経済報告、経済企画庁」 
https://www5.cao.go.jp/keizai3/keizaiwp/wp-je56/wp-je56-010501.html 
147 Jánossy, Franz, Das Ende der Wirtschaftswunder. Erscheinung und Wesen der 
wirtschaftlichen Entwicklung , Frankfurt/Main, Neue Kritik, 1966; Jánossy, Frenc, 
The End of the Economic Miracle. Appearance and Reality in Economic Development , 
White Plains: New York, 1971. 
148 Crafts, Nichola/Toniolo, Gianni, Aggregate growth, 1950-2005, in: Broadberry, 
Stephen and Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge Economic History of Modern 
 





図表２： 一人当たり GDP 日本 1870‐2006 年      
                  縦軸：対数目盛、単位：1990 年国際 G.K.ドル 






































































































資料： Historical Statistics for the World Economy 
www.ggdc.net/maddison/Historical_Statistics/horizontal-file_09-2008.xls 
 











                                                                                                                                                               
Europe, Vol. 2: 1870 to the Present, Cambridge University Press, 2010, p. 310.   
149 三島由紀夫「“現代にとりくむ”／野心作『鏡子の家』／三島氏に聞く」毎日新聞、昭和 34 年
9 月 29 日号。『決定版三島由紀夫全集』第 7 巻、2001 年、解題（田中美代子）を参照、612 頁。 
 

































                                                   
150 「裸体と衣裳」（『戦後日記』）、338 頁。 
151  『鏡子の家』新潮文庫版、平成 22 年改版、548 頁。 
 










 ところでこの山川物産は敗戦後の財閥解体（1946 年～47 年）によりいったんは二百数十の小
会社に分散した。しかし、1949 年 6 月の独禁法の第一次改正、そしてとりわけ朝鮮戦争休戦
















によれば、実際上の解禁は「はるか昔の 1949 年であった」。独禁法の第一次（1949 年）さらには
第二次（1953 年）改正によって、他社株の取得を法的に禁止した独禁法十条は事実上百八十
度転換されたのであった154。 
                                                   
152 『鏡子の家』新潮文庫版、平成 22 年改版、175 頁。 
153 蟻川靖浩・宮島英昭「銀行と企業の関係：歴史と展望」『情報科学』Vol.49, No.1, 2015; 菊
池信輝「証券不況と財界：戦後大企業体制の確立」『一橋論叢』123（2）、2000‐02‐01。 
154 下谷正弘『持株会社と日本経済』岩波書店、2009 年、38－39、55、61 頁。 
 





































































                                                   
155 『鏡子の家』新潮文庫版、平成 22 年改版、585 頁。 
156 「裸体と衣裳」（『戦後日記』）、338 頁。 
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http://www.nietzschesource.org/#eKGWB/GM （ニーチェ全集 11『善悪の彼岸／道徳の系
譜』信太正三訳、ちくま学芸文庫、1993 年、378 頁）；Brock, Eike, Nietzsche und der 
Nihilismus (Monographien und Texte zur Nietzsche-Forschung), De Gruyter, 2015, S. 
188ff. 
158 「裸体と衣裳」（『戦後日記』）、338 頁。 
159 大澤真幸『三島由紀夫 二つの謎』集英社、2018 年、224 頁以下；髙山秀三「三島由紀夫
と教養小説―『鏡子の家』vs『魔の山』―」『京都産業大学論集. 人文科学系列』(47), 
2014-03。 
160 Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 572f.. マン『非政治的人間の考察』下、
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306 頁。 
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言葉」『図書新聞』昭和 46 年 1 月 1 日（『別冊 太陽 三島由紀夫』平凡社、2010 年、126－
127 頁、再録）、「三島由紀夫 最後の言葉」『決定版 三島由紀夫全集 40』新潮社、2004 年、
744 頁。 
163 石崎等「解説」（『日本文学研究資料叢書 三島由紀夫』有精堂、1972 年、所収）、293 頁。 
164 奥野健男『三島由紀夫伝説』新潮社、1993 年、431 頁。大澤真幸『三島由紀夫 二つの
謎』集英社、2018 年、207‐208 頁。 
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165 三島由紀夫・大江健三郎「現代作家はかく考える」（『三島由紀夫対談集 源泉の感情』新
潮社、1970 年、所収）、28、30 頁。 
166 三島由紀夫『奔馬』新潮文庫、2002 年、173 頁 
167 三島由紀夫「わがアメリカの影」（『三島由紀夫紀行文集』岩波文庫、2018 年） 
 

































                                                   
168 大塚英志「三島由紀夫とディズニーランド」（『サブカルチャー文学論』所収）、 471‐478 頁。 
 





た転生輪廻の物語『浜松中納言物語』から着想をえて構想された 169。昭和 38 年秋に三島が村
松に語ったところによれば、第一部の明治時代の主人公が、昭和の右翼のテロリスト、タイの王
女、そして「未来」の何かへと次々に生まれ変わっていく長編である170。第三巻『暁の寺』を雑誌














昭和 6 年 3 月、10 月の軍部によるクーデター未遂事件に端を発し、7 年 2 月、3 月の血盟団事
件による右翼テロ、五・一五事件と続くテロリズムの季節であった175。仏文学者の野崎歓は、片
山杜秀、山内昌之との対談（書評）のなかで、「三島由紀夫が血盟団事件を一つのモデルとして
『豊饒の海』第二部を書くのが 1967，8 年です」と述べている176。 
                                                   
169 村松剛『三島由紀夫の世界』新潮文庫、1990 年、439 頁。三島由紀夫「『豊饒の海』につい
て」（『三島由紀夫全集 34』新潮社、1976 年）、27 頁。 
170 村松剛「解説」（三島由紀夫『奔馬』新潮文庫版、平成 14 年）、507 頁。 
171 三島由紀夫「『豊饒の海』について」（『三島由紀夫全集 34』新潮社、1976 年）、26 頁以下。
大澤真幸は、このエッセイでは、『豊饒の海』の四巻編成を説明するにあたって、「三島は、神道
の一霊四魂説を使って」いるとしている。大澤真幸『三島由紀夫 二つの謎』、266 頁。 
172 大澤真幸『三島由紀夫 二つの謎』、267 頁以下。 
173 四方田犬彦、中上健次「転生・物語・天皇――三島由紀夫をめぐって」（『國文學』7 月号第
31 巻 8 号、1986 年、所収）、31 頁。 
174 村松剛「解説」、509 頁。 
175 瀧田夏樹「文学的美意識と『日本』 : 川端康成と三島由紀夫(二)」、43 頁。 
176 書評「七〇年代生まれの著者が戦前のテロ青年をどう捉えたか」山内昌之、片山杜秀 ,、野
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  『奔馬』が扱う時代は、昭和 7 年（1932 年）2 月から 3 月、蔵相の井上準之助と三井財閥総
裁の団琢磨が暗殺された連続テロ事件である血盟団事件に続いて、同年 5 月、号外が、五・一
五事件の第一報で、海軍将校たちによって犬養毅首相が撃たれたことを人々に告げた頃に始





























                                                                                                                                                               
崎歓、2013.10.25、https://books.bunshun.jp/articles/-/3735 
177 瀧田夏樹「文学的美意識と『日本』 : 川端康成と三島由紀夫(一)」、43 頁。 
 







（1932 年）当時の 500 万円は、米価を基準に換算するならば、『奔馬』刊行時の昭和 44 年




















ける蔵原についての叙述はこの言葉から始まっている。確認しておけば、1932 年 5 月 15 日に
海軍の青年将校によって引き起こされた五・一五事件により犬養首相が銃殺された後、高橋蔵
相は首相を兼任して犬養内閣の残された任期までを務めた後いったんは退陣したが、次の斎藤
実内閣（1932 年 5 月 26 日-1934 年 7 月 8 日）のもとでも継続して蔵相に任命されることになっ
                                                   
178 米価の推移（政府買入価格）http://agrin.jp/hp/kome/library/16pdf/60.pdf ；平成 30 年
産米の相対取引価格・数量について（平成 31 年 3 月）
http://www.maff.go.jp/j/press/seisaku_tokatu/kikaku/190412.html 
 



















いた。ちなみに前者の点についてコメントするならば、 1931 年 9 月のイギリスの金本位制離脱に
ともなって発生したドル買いによって、日本から流出した金は、同年 8 月の二千万円程度から 10







蔵相の下でデフレーション政策を継続した若槻内閣の時期には柳条湖事件（ 31 年 9 月 18 日）
が勃発しており、それは関東軍の主導の下での満洲国建国（1932 年 3 月 1 日）、そして関東軍
による満州全土の占領、中国軍との間で停戦協定（塘沽協定）の締結（1933 年 5 月 31 日）へと
いたるいわゆる満州事変の発端となった。この間の 1932 年 5 月に成立した斎藤内閣は同年 9
                                                   
179 「『豊饒の海』創作ノート」（『三島由紀夫全集 １４』新潮社、 2002 年、所収）、761 頁。 
180 NHK ドキュメント昭和取材班編『ドキュメント昭和  世界への登場 第 6 巻 潰え去ったシナリ
オ 浜口内閣の金解禁』1986 年、181 頁。 
 





図表３： 金解禁中の金流出と日銀の正貨準備  
 
資料： NHK ドキュメント昭和取材班編『ドキュメント昭和  世界への登場 第 6 巻 潰え去ったシ













 1930 年 1 月 11 日に浜口雄幸首相と井上準之助蔵相のもと金本位制に復帰（金解禁）して緊
縮財政と金融引締め策を遂行している間に、1929 年 10 月 24 日のニューヨーク株式市場の大
 




























                                                   
181 三和良一・原朗編『日本経済史要覧 補訂版』東京大学出版会、2010 年、115 頁、4・66
表、を参照。 
182 Luther, Hans, Edgar Salin (Mitarbeiter),  Vor dem Abgrund. Reichsbankpräsident 
in Krisenzeiten 1930 - 1933 , Berlin 1964, S. 154. 
183 Eichengreen, Barry/Hatton, Tim, Interwar Unemployment in International 
Perspective: An Overview, in: Eichengreen, Hatton, ed., Interwar Unemployment in 
International Perspective , Kluwer Academic Publishers, 1988, p. 6f. 
184 Feinstein, Charles H./Temin, Peter/Toniolo, Gianni, The European Economy 
Between the Wars , Oxford University Press, 1997, p. 110. 
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図表４： 世界恐慌前後の日本経済の指標（1929 年＝100） 
 
資料： 三和良一・原朗編『日本経済史要覧 補訂版』東京大学出版会、2010 年、115 頁、4・
66 表。 
 


































































資料： Eichengreen, Barry/Hatton, Tim, Interwar Unemployment in International 
Perspective: An Overview, in: Eichengreen, Hatton, ed., Interwar Unemployment in 
































                                                   
185 三和良一・原朗編『日本経済史要覧 補訂版』、115 頁、4・66 表。 
186 Svennilson, Ingvar, Growth and Stagnation in the European Economy , United 
Nations Economic Commission for Europe, 1954, Table A.66, p. 304f. 、三和良一・原朗
編『日本経済史要覧 補訂版』、114 頁、4.63 表などを参照。 
187 高橋是清「緊縮政策と金解禁」（1929 年）（高橋是清『随想録』中公文庫、2018 年、所収） 
188 中村隆英『日本経済 その成長と構造』東京大学出版会、1978 年、124 頁以下。為替レー
ト政策、財政政策、金融政策の総体としてのいわゆる「高橋財政」の経済効果については、鎮目
雅人（金融研究所）「両大戦間期の日本における恐慌と政策対応― 金融システム問題と世界
恐慌への対応を中心に ―」『日銀レヴュー』2009 年 4 月。 
189 中村隆英『日本経済 その成長と構造』、127 頁。 
190 福田赳夫『回顧九十年』岩波書店、1995 年、35 頁以下。 
191 福田赳夫『回顧九十年』、40 頁。 
 
 59  
図表６： 世界恐慌期における各国経済の指標（1929 年＝100） 
 















































                                                   
192 リチャード・J・スメサート、鎮目雅人・早川大介・大貫麻里訳『蔵原是清 日本のケインズ―
―その生涯と思想』東洋経済新報社、2010 年、316 頁以下。 
 



































                                                   
193 村松剛『三島由紀夫の世界」、520 頁。 
 






























                                                   
194 斎藤英理「大塚久雄の『イギリス経済史研究』――その問題の立て方と歴史像の形成」『武




頁、注 17 を参照。 
 




























                                                   
197 斎藤英理「大塚久雄の『イギリス経済史研究』――その問題の立て方と歴史像の形成」、12
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 ちなみに、ウェーバーがハイデルベルク大学教授に就任したのは 1896 年であり、神経系の障
害のために同職を辞し、国民自由党の幹部で帝国議会議員やベルリン市行政の要職をも歴任
した裕福な父親(1836-1897)の遺産による利子生活に入ったのは着任より七年後の 1903 年で






















ていった。ちなみに、1780 年から 1810 年までの国別奴隷貿易量においてイギリスは、輸出・輸
入ともに断然トップの座を占め、それに、ポルトガル、フランス、オランダ、デンマークが続いてい
                                                                                                                                                               
参照。 
201 図表８、を参照。 
202 Cassis, Youssef, Wirtschaftselite und Bürgertum. England, Frankreich und 
Deutschland um 1900, in: Kocka, Jürgen(Hg.), Bürgertum im 19. Jahrhundert. 
Deutschland im europäischen Vergleich, Bd. 2: Wirtschaftsbürger und 
Bildungsbürger, Göttingen: Vandenhoeck und Ruprecht, 1995, S. 20-28. また、コッカ、
ユルゲン編、望田幸男監訳『国際比較・近代ドイツの市民―心性・文化・政治』ミネルヴァ書房、
2000 年、32 頁。 
 


























                                                   
203 宮崎犀一・奥村茂次・森田桐郎編『近代国際経済要覧』東京大学出版会、1981 年、48 頁。
同書は、国際経済の統計的・経済史的情報のみならず、年表の形で政治史的・経済学説史的
情報をも総合的に収集していて、依然として有益である。  
204 とりわけ、Broadberry, Stephen/Kevin H. O ’Rourke, ed., The Cambridge Economic 
History of Modern Europe, Vol. 1: 1700-1870 , Cambridge University Press, 2010, p. 
118ff.; Broadberry, Stephen and Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge Economic 
History of Modern Europe, Vol. 2: 1870 to the Present , Cambridge University Press, 
2010, p. 11f.; ソウル、S. B.、久保田英夫訳『イギリス海外貿易の研究』文真堂、1980 年；毛利
健三『自由貿易帝国主義』東京大学出版会、1978 年；吉岡昭彦『インドとイギリス』  岩波新書、
1975 年、160-174 頁；宮崎犀一・奥村茂次・森田桐郎編『近代国際経済要覧』、6，66，69，81，
71-72，95 頁など。 
205 大塚英志「三島由紀夫とディズニーランド」、480 頁以下。 
 

































































                                                   
206 「論説の諸連合」(discourse coalitions) については、Lehmbruch, Gerhard, The 
Institutional Embedding of Market Economies: The German“Model”and Its Impact 
on Japan, in: Streeck, W. , Kozo Yamamura ed., The Origins of Nonliberal Capitalism. 
Germany and Japan in Comparison , Cornell University Press, 2001, p. 40ff. 
207 フランスの現代思想家ミッシェル・フーコーで有名になったこの概念は、ドイツの新自由主義
者アレクサンダー・リュストウに由来するものであろう。 Rüstow, Alexander, Sozialpolitik oder 
Vitalpolitik? Mitteilungen der Industrie- und Handelskammer zu Dortmund . 15. 
November 1951, S. 453-459; Ders., Der Mensch in der Wirtschaft. Umrisse einer 
Vitalpolitik . [Erweiterte Fassung des Dortmunder Beitrags], Frankfurt a. M.: August 
Lutzeyer o. J. [1952]. Foucault, Michel, Nassance de la biopolitique. Cours au Collège 
de France(1978-1979) , Seuil/Gallimard, Octobre 2004, p. 85ff. （フーコー、M.、慎改康
 





























                                                                                                                                                               
之訳『生政治の誕生』筑摩書房、2008 年、101 頁以下。） 
208 三島由紀夫、手塚富雄「対談、ニーチェと現代」（世界の名著第 46 巻『ニーチェ』）昭和 41
年 2 月。 
209 四方田犬彦の中上健次との対談での発言を参照。「転生・物語・天皇――三島由紀夫をめ
ぐって」（『國文學』7 月号第 31 巻 8 号、1986 年、所収）、31 頁。 
210 秋山駿との対談「私の文学を語る」、中村光夫との対談「対談・人間と文学」などを参照。い
ずれも、『決定版 三島由紀全集 ４０』新潮社、2004 年、37 頁、61 頁。 
 



















の青年の姿をとった絶対的な詩的完成(die absolute dichterische Vollendung) 」であった
215。 
このホーフマンスタールが、27 歳の時に書いた「チャンドス卿の手紙」 (1902 年)、すなわち、フ
ィリップ・チャンドス卿がフランシス・ベーコンに宛てて、「自分が文学活動を放棄したことについて
の弁明」を試みるという内容の、西暦 1603 年 8 月 22 日の日付が記された書簡体の作品を契機
にして、ツヴァイクを陶然とさせたような完成された抒情詩の審美的世界から決然として訣別して
いったこと、そして、演劇の世界へと、とりわけ作曲家リヒャルト・シュトラウスとともに『ばらの騎士』
(1911 年)や『ナクソス島のアリアドネ』 (1912 年)をはじめとする大衆歌劇の制作へと向かっていっ
                                                   
211 シュテファン・ツヴァイク『昨日の世界  II』原田義人訳、みすず書房、1973 年、418 頁
（Stefan Zweig, Die Welt von Gestern. Erinnerungen eines Europäers , S. 143, 
www.literaturdownload.at ） 
212 Neue Freie Presse Schenker Documents 
http://mt.ccnmtl.columbia.edu/schenker/profile/title/neue_freie_presse.html ；ツヴァイ
ク『昨日の世界 II』655 頁。 
213 ツヴァイク『昨日の世界 I』、15 頁(Zweig, Die Welt von Gestern , S. 5) 
214 ツヴァイク『昨日の世界 I』、82 頁(Zweig, Die Welt von Gestern , S. 27) 
215 ツヴァイク『昨日の世界 I』、78 頁(Zweig, Die Welt von Gestern , S. 26) 
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たことはよく知られている216。  
「チャンドス卿の手紙」より五年後に発表された「帰国者の手紙」 217――1901 年 4 月の日付の










                                                   
216 ここで取り上げる「チャンドス卿の手紙」(Ein Brief)と「帰国者の手紙」(Die Briefe des 






















養人の一人で・・・」（「第五の手紙」）とある。原文（Text bei Gutenberg.de) では、ここは、” 
Wäre ich einer eurer gebildeten Menschen ・・・・”で、「イギリス人」という単語はない。別の邦
訳（岩波文庫『チャンドス卿の手紙 他十篇』所収、218 頁）でも、「もし僕が君らの教養ある人士
の一人であるならば」で、直訳されている。  
218 原文は、Alles, was etwas Rechtes war, worin eine rechte Wahrhaftigkeit lag, eine 
rechte Menschlichkeit, auch im Kleinen und Kleinsten, das schien mir hinüber zu 
deuten.   
219 「チャンドス卿の手紙」、「帰国者の手紙」やその頃発表された他の散文作品や戯曲の意義
 
































220 Mann, Betrachtungen eines Unpolitischen , S. 109f. マン『非政治的人間の考察』上、
130 頁以下。 
221 ここでは、「感性」は、通常の「感性」(Sinnlichleit) ではなく、カントが Ästhetik に込めたよう
な意味で用いている。次を参照、Kant, Immanuel, Kritik der reinen Vernunft (1787), 
Stuttgart 1966, S. 80f., 118. カント、I.『純粋理性批判』篠田英雄訳、岩波書店、1961 年、
86-121 頁。 
222 この括弧を付された二語には、村松剛も特別に注目している。村松剛『三島由紀夫の世界』
新潮文庫、1990 年、511 頁。 
223 三島由紀夫『仮面の告白』（新潮文庫、2003 年）、13 頁。 
224 檜山哲彦「解説」（ホフマンスタール、檜山哲彦訳『チャンドス卿の手紙 他十篇』岩波文庫、
1991 年、所収）319 頁。 
225 川村二郎「年譜――ホフマンスタール」（ホフマンスタール、川村二郎訳『チャンドス卿の手
紙 アンドレアス』講談社文芸文庫、1997 年、所収）、213‐214 頁。 
 























前（1870 年から 1913 年）における工業生産成長率は、ロシア（年率 5％以上）、ドイツ（4％以
上）を筆頭にヨーロッパ全体の中で群を抜いていたことをここで改めて強調しておきたい（図表７）。
オーストリア‐ハンガリーもまた 2.8％の成長を示し、それは、英・仏（各々2.1％）、ベルギー





                                                   
226 ツヴァイク『昨日の世界 I』、86 頁(Zweig, Die Welt von Gestern , S. 26) 
227 ツヴァイク『昨日の世界 I』、85 頁(Zweig, Die Welt von Gestern , S. 28) 
228 『ホーフマンスタール選集 3』、383 頁。ハーンのエッセイ「業の力」について考察する箇所
に記されている。Lafcadio Hearn von Hugo v. Hofmannsthal. Geschrieben unter dem 
Eindruck von Lafcadio Hearns im Herbst 1904 erfolgten Tode.  
http://gutenberg.spiegel.de/buch/kokoro-7834/2 
229 トーマス・マン「ホーフマンスタールのための追悼の辞 友を偲んで」六浦英文訳『大阪経大
論集』第 53 巻第 3 号、2002 年 9 月。 
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増加したことである。それは、資本と労働という投入した生産要素全体がいっそう効率的・生産的
に産出に生かされたことを意味している。この効率性・生産性の度合いを計測するために生産関
数 (production function) の な か に 導 入 さ れ た 変 数 が 「 全 要 素 生 産 性 」 (total factor 











本各々の要素分配率(factor shares)を 0.7, 0.3 とすれば、次の①式のように書くことができる。     
Y=A・L0.7・K0.3・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・①  
各変数の変化率を計算するために、①式を対数にして微分すると、 
logY=0.7logL+0.3logK+logA   
d/dt[logY]=0.7 d/dt [logL]+0.3  d/dt [logK]+ d/dt [logA]  したがって  
d/dt[logA]=d/dt[logY]-0.7 d/dt [logL]-0.3  d/dt [logK] ・・・・・・・・・・・②  
つまり全要素生産性の変化率を算出するために必要な各変数（変化率）の関係式は次のように
なる。 
 TFP=GDP-(雇用数+労働時間)×0.７-資本ストック×0.3 ・・・・・・・・・・・・③  
 この③式に、1870 年から世界大戦までのヨーロッパ主要 8 か国の産出（GDP）、各生産要素
（労働、資本）の変化率（％）を代入することで、TFP の変化率（％）が算出される（図表９を参
照）。 
それによれば、1870－1913 年の GDP 成長率はヨーロッパではドイツが 2.9％と最も高く、こ
れに対して、イギリスは 1.86％とヨーロッパ 8 カ国平均（2.04％）以下にあり、最も低かったのはフ
                                                   
230 ジョーンズ、チャールズ・I.『経済成長理論入門―新古典派から内生的成長理論へ』（香西
泰訳、日本経済新聞社、1999 年）、第 2，3 章。ジョーンズ、チャールズ・I.『マクロ経済学 I』東洋
経済新報社、2011 年、114 頁以下。比較経済史の立場からの、TFP の一要因としての制度に
関する有益な考察として、Broadberry, Stephen and Kevin H. O’Rourke, ed., The 
Cambridge Economic History of Modern Europe, Vol. 1 , p. 71f., 159f.;  Vol. 2: 1870 to 
the Present , Cambridge University Press, 2010, p. 68f. また、アーベルスハウザー、ヴェ
ルナー『経済文化の闘争―資本主義の多様性を考える』雨宮昭彦・浅田進史訳、東京大学出
版会、2009 年、vii 頁。 
 





素生産性の貢献度（TFP 成長率／一人当たり GDP 成長率）は、イギリスでは 49％であって、ヨ
ーロッパ 8 カ国（その平均 73％）のなかで最低の水準にあった。  
 
図表７： ヨーロッパ諸国の工業生産成長率  1870－1913 年（年率％） 















デンマーク 3.4 イタリア 2.7 ドイツ 4.1 
フィンランド 4.1 ポルトガル 2.4 ロシア 5.1 
オランダ 3 スペイン 2.7 スイス 3.2 
ノルウェイ 3.3     
スウェーデン 4.4     
英国 2.1     
資料： Broadberry, Stephen and Kevin H. O ’Rourke, ed., The Cambridge Economic 
History of Modern Europe, Vol. 2: 1870 to the Present , Cambridge University Press, 
2010, p. 69. 
 
図表８： ヨーロッパ主要国の GDP  1870～1914 年 
 
 
 75  
＊単位： million 1990 International Geary-Khamis dollars 231 
資料： Broadberry, Stephen and Kevin H. O ’Rourke, ed., The Cambridge Economic 
History of Modern Europe, Vol. 2: 1870 to the Present , Cambridge University 
Press, 2010, p. 33. 
 
図表９： ヨーロッパ諸国の GDP、生産要素、TFP  1870~1913 年  （各々、変化率、単
位： ％） 












デンマーク 2.86 1.04 -0.53 3.29 1.32 1.57 84 49 
フランス 1.63 0.2 -0.18 1.41 1.19 1.45 82 73 
ドイツ 2.9 1.47 -0.43 3.12 1.24 1.72 72 43 
イタリア 1.66 0.58 -0.04 2.67 0.48 0.92 52 29 
オランダ 2.16 1.22 -0.25 3.14 0.54 0.89 61 25 
スペイン 1.81 0.52 -0.31 1.82 1.12 1.28 87 62 
スウェーデン 2.62 0.71 -0.52 3.43 1.46 1.9 77 56 
英国 1.86 1.15 -0.09 2.13 0.48 0.97 49 26 
ヨーロッパ 
主要８カ国 
2.04 0.85 -0.29 2.36 0.94 1.29 73 46 
西ヨーロッパ 2.05 0.86 -0.32 2.36  1.29   
ヨーロッパ全
体 






ルギー、スイス（労働時間）； フィンランド、ノルウェイ（資本ストック）である。  
資料： Broadberry, Stephen and Kevin H. O’Rourke, ed., The Cambridge Economic 
History of 




                                                   
231 Broadberry, O’Rourke, ed., The Cambridge Economic History of Modern Europe, 
Vol. 2: 1870 to the Present, p. 33 には、GDP of six major powers in 1990 international 
dollars とあり、million が脱落している。次を参照、Historical Statistics of the World 
Economy:  1-2008 AD 
(www.ggdc.net/maddison/Historical_Statistics/vertical-file_02-2010.xls) 
 















戦 勝 国 が 導 き と し た の は 、 主 と し て 、 『 民 族 自 決 の 原 則 』 (the principle of national 






















                                                   
232 Feinstein, Charles H./Temin, Peter/Toniolo, Gianni, The European Economy 
Between the Wars , Oxford University Press, 1997, p. 28ff. 
233 Feinstein, Temin, Toniolo, The European Economy Between the Wars , p. 30. 
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と、その海外領土を、したがって、その人口と面積を大きく拡張させた点にもよく示されている234。
イギリスの植民地（自治領 dominions を含めない）は、第一次世界大戦前（1913 年）の人口 3
億 8010 万人、面積 1350 万 km2 から、第二次世界大戦前（1938 年）の人口 4 億 5380 万人、
面積 1500 万 km2 へ、フランスの植民地は、1913 年の人口 4840 万人、面積 1070 万 km2 か
ら 1938 年の人口 7090 万人、面積 1210 万 km2 へと大きく拡大したのである。  
 
 世界大戦終戦後の 1920 年は、ベートーヴェンの生誕 150 年にあたっており、それを記念して
ホーフマンスタールは 2 回の講演を行った235。ベートーヴェンは「遠いラインの岸から長い道のり
をこえて我々のもとにやってきた」人だった。ドイツ・ラインラント地方の都市ボン、すなわち当時の
神聖ローマ帝国ケルン大司教領に属する都市に 1770 年に生まれたベートーヴェンは、 1792 年、
21 歳の時に、その文化圏の中心都市であったウィーンに出てきて以来、1827 年、56 歳で亡く
なるまで終生ウィーンに住み続けた236。この人が生まれた 150 年前の 1770 年を「あのかつての
時」(jenes damals)と呼び、ホーフマンスタールは次のように続ける。「かつての時 (Damals)、ド
イツ民族の上には若々しい朝のような時代があり、真昼を目指してのぼりつつあった。この民族









家としてプルーストのように大成させることなく挫折させた後進国」 238は解体されたのである。  
 
 
                                                   
234 Eloranta, Jari/Harrison, Mark, War and disintegration, 1914-1950, in: 
Broadberry, Stephen, Kevin H. O’Rourke, The Cambridge Economic History of 
Modern Europe , Vol. 2, Cambridge University Press, 2010, p. 136. 
235  ホーフマンスタール「ベートーヴェン 1770‐1920 年」、「ベートーヴェン」（『ホーフマンスタ
ール選集 3』河出書房新社、1972 年、所収） 
236 大築邦雄『ベートーヴェン』音楽之友社、1962 年。 
237 ホーフマンスタール「ベートーヴェン 1770‐1920 年」 テキストは、Hugo von 
Hofmannsthal, Rede auf Beethoven 1770–1920. Hofmannsthal, Hugo von, Essays, 
Reden, Vorträge, Rede auf Beethoven - Zeno.org に拠る。 
238 川村二郎「解説＝ホーフマンスタール」（『世界文学全集 38 ホーフマンスタール／ムジル』
講談社、1970 年、所収）435 頁による。 
